
































































































たと推察される。発行部数は大部数のもので 200 万から 300 万部、平均して
約 3万部であり、年間発行されているカレンダーはおよそ 2億部と推測され















































































0 0 0 0 0 0 0 0 0
は決してなかった










































































































金融機関 保険会社 その他 合計
1960 1 0 8 9
1964 3 0 1 4
1970 6 1 2 9
1975 1 0 1 2
1980 5 1 3 9

























































































種別 調査先 発行者 絵　柄 利用場所
学校 都立白鴎高等学校 三 菱 銀 行 モナリザ 教室／事務室
工場 小沢製作所
第 一 銀 行 オーベールの風景（ゴッホ） 事務室 *
三 和 銀 行 すみれの花（岡鹿之助？） 食堂
家庭 サラリーマン家庭
商 工 中 金 「風景画」** 居間
三 井 銀 行 花瓶の花（ルドン） 台所




















































資料 3：1980 年「全国カレンダー展」に見るルノワール（『カレンダーの研究』1980 年より）
D. −はカタログレゾネ番号
滋賀銀行（1枚）D. 254 静岡県信連（1枚）D. 349 東京都民銀行（1枚）
三菱銀行（1枚）D. 506 大和銀行（1枚）D. 1059 日本軽金属（6枚）D. 1079
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「西洋絵画のイメージ」普及と日本のカレンダー
資料 4：1975 年「全国カレンダー展」に見る西洋絵画（『カレンダーの研究』1975 年より）
発行者 画家名 カレンダー画像 構成枚数
紀伊国屋書店 ロートレック * 6 枚
千葉銀行 ゴーギャン 1枚
西日本銀行 アングル 1枚


























読売新聞社 セザンヌ * 6 枚




ホルベイン鉱業 ルオー（Passion 集）* 6 枚

















 6） 渡邊敏夫『日本の暦』雄山閣、1984 年、p. 433.
 7） 永井一正「31 回全国カレンダー展を見て」『カレンダーの研究』1980 年、p. 1.
 8） 清水真輝「企業の顔・カレンダー：戦後の歩みと 80 年代への条件」『カレンダーの
研究』1980 年、p. 53.
 9） ibid.







13） 瀬木慎一「輸入美術四百億円の質と量」『藝術新潮』1972 年 7 月号、pp. 74-82.
14） 安井収蔵「繁栄する美術市場の裏がわ」『藝術新潮』1972 年 2 月号、pp. 138-141.
15） 瀬木、前掲論文、pp. 77-78.
16） 「複製画」『藝術新潮』1956 年 6 月号、p. 260.
17） 例えば「欧州古典美術複製名画展」東京都美術館（1946 年 12 月 1 日-12 月 10 日）
／「現代フランス絵画複製展―印象派から現代まで」東京国立博物館（1949 年 10 月
18 日-10 月 29 日）／「印象派絵画複製展」東京都美術館（1953 年 3 月 15 日-4 月 30 日）
／「初期伊太利亜絵画複製展」東京都美術館、1954 年 4 月 15 日-5 月 15 日）。
18） 筆者が現在日本の図書館などで確認できた『カレンダーの研究』の最も古い号は
1960 年のものである。これ以前この雑誌が存在したかどうかは明らかではない。
19） 橘弘一郎「カレンダーを診断して」『カレンダーの研究』1964 年、pp. 6-7.

























ダーの研究』1964 年、1970 年、1975 年、1980 年、1985 年）制作年と合わせて、ルノ
ワールのカタログレゾネ番号をD. ― として記した：Guy-Patrice et Michel Dauberville, 
Renoir : catalogue raisonné des tableaux, pastels, dessins et aquarelles, Paris : 
Bernheim-Jeune, 2007
31） 住友銀行のカレンダー（no. 89）に対する批評「入選作品短評」『カレンダーの研究』













38） 松本正「1975 年カレンダーの傾向：原点への回帰」『カレンダーの研究』1975 年、
pp. 186-191. 
39） 1966 年の印刷部数は、大部数のもの（例えば資生堂の小型カレンダー）350 部、少
部数（例えば沖電気）1万 5,000 部と二極化しているという指摘もある。「座談会：カ
レンダーをどう考えるか」『カレンダーの研究』1966 年
フランス文化研究
― 22 ―
40） 「カレンダーの運命を追う：カレンダー利用実態調査結果」『カレンダーの研究』
1969 年、pp. 269-279.
41） 大日本印刷のカレンダー（no. 465）に対する批評「カレンダー評」『カレンダーの
研究』1964 年、p. 99.
42） 船橋信用金庫のカレンダー（no. 73）に対する批評「入選作品短評」『カレンダーの
研究』1975 年、p. 207.
43） 三和銀行のカレンダー（no. 74）に対する批評「入選作品短評」『カレンダーの研究』
1975 年、p. 207.
44） 日本メルク万有のカレンダー（no. 310）に対する批評「入選作品短評」『カレンダー
の研究』1975 年、p. 228.
